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築されているのかを分析することを目的とする。批判的談話分析（Critical Discourse Analysis: CDA) 
(Fairclough, 2003) 及びフェミニストポスト構造主義（Feminist Poststructuralist Discourse 
Analysis: FPDA) (Baxter, 2003)を組み合わせて用いることで、マレーシアのイスラム教徒女性の位
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て異なった法律を施行しているが、それに伴い女性の権利に違いがみられる (Anwar, 2001) 。Embong 
(2001) によると、マレーシアはマレー系、中華系、インド系の子孫たちによる安定した多文化社会で
あるが、マレーシアには必ずしも危機がないとは言い切れず、危機は宗教が関係すると顕著になる。
マレーシアのイスラム教徒の女性はしばしば性別による不公平の対象になってきた (Anwar, 2001) 。
マレーシアのイスラム女性教徒の団体からなる Sisters in Islam (SIS)と呼ばれる集団は近年この問
題に対して、マレーシアでイスラム教徒のフェミニストイデオロギーを打ち立てることにより対応し
ようとしている。 
この研究において、マレーシアの二人のフェミニスト女性記者 Marina Mahathir (MM) と Zainah 
Anwar (ZA)のコラム記事を分析する。この二人の記者は SIS の著名なメンバーでもある。彼女たちの
コラム記事(メディアテキスト）は The Star と New Straits Times というマレーシアにおける二つの
主要英字新聞に掲載されている。The Star はマレーシアにおいて最大の発行部数を誇る英字新聞であ
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3. 理論的枠組み 
データの分析には CDA と FPDA の多面的な視点のアプローチを用いた。批判的談話分析(CDA)は
研究者が社会的政治的文脈における文章と発言を分析し、社会的権力、支配、不平等が一般大衆の言
論においていかに表現されているかを観察するアプローチである (Van Dijk, 2001) 。CDA の目的は
言語の用いられ方と社会習慣の関連を探求することである (Phillips & Jorgensen, 2002: 69) 。フェ
ミニスト・ポスト構造主義的談話分析(FPDA)は多様な談話を観察し、いかに人々が「談話によって形
作られた世界において、自らのアイデンティティー、関係性、社会的地位と折り合いをつけるか」を
考察する (Baxter 2003) 。CDA と FPDA はマイクロ言語分析とマクロ言語分析を用い、人々が会話、
行動、相互影響において談話的に行うことを分析する (Kamada, 2010: 19; Baxter, 2010: 131) 。 










































4.  分析と結果 
以下の分析は方法論的な枠組みに基づいて、３つの研究課題に答えるべく行われる。言語学的な特





原理主義の談話をテーマとした MM と ZA のコラム記事を分析した。イスラム原理主義者による談話
は、反現代的な基準を促進する「理想化された過去」に基づき、イスラム社会を再生する改革に言及
している(Moghissi, 1999)。 





























4.2 (分離して施行される)イスラム法または Syariah 法に対する異議申し立て 
MM と ZA のイスラム法もしくは Syriah 法、特にイスラム家族法（IFL）を中心的なテーマとした
コラム記事を分析し、研究課題２に対して回答した。 




































追及することにより、MM と ZA がどのようにマレーシアのイスラム教徒の女性に対する性差別と
Sisters in Islam（SIS)に対する非難に異議申し立てを行っているか解析する。 
MM と ZA は SIS が社会的行為者であると強調し、ふたたび述べることになるが、グループの構成
員と同様の信条を共有する読者を示すため、包括的な名詞である「私たち」を用いる。MM と ZA に
よるイスラム教徒の女性に対する他の言及としては自分以外のイスラム教徒の女性に権限を付与する
社会的行為者を含む。社会的行為者としての一般もしくは個別の男性と女性が用いられることもある
が、引用に当たっては MM と ZA の双方とも男性と推測される行為者についてバックグラウンドを述
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また、SIS を女性のための平等と公平のために戦うグループとして位置付けている。ZA は SIS を批
判する人々を「過激派」、ある種の「イスラム教の専門家」、権威主義者と位置付けていることがわか
る。一方、彼女は SIS を過激派の「敵」と位置付けている。 










MM と ZA は、原理主義者に常に賛同するとはかぎらない、平均的で現代的なイスラム教徒の新し
い発言であると理解する。こういったコラム記事はただ思考することのみならず、ジェンダー的不平





マレーシアにおいて MM と ZA の記事に関して批判がないというわけではない。マレーシアのイス
ラム原理主義者の団体は SIS のイデオロギーを受け入れることに頑強な反対を示している。MM と
ZA は常に自分自身と他の女性への批判と否定的なイデオロギーに異議を唱えていると見られている。
他方、MM と ZA は彼女ら自身と他のイスラム教徒の女性を、自身のコラム記事を通じてイスラム教









統的なイスラム教の規範に同意するのではなく、MM と ZA は教育を受けた、自立しており、かつ進
歩的な今日のイスラム教女性の新しい主体を構築することにより、主流の談話である「イスラム教家
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教」を施行する世俗国家として提示していることに由来するという Ong (1999: 365)の説に賛同しつ
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義に関する談話の脱構築、２）現行イスラム法（シャリア）への反論、３）イスラム教的な文脈にお
ける男女同権主義の主張、という三つのテーマが設定され、それに関連する記事を第２章で述べた三
つの方法論的な観点に即して緻密に分析し、女性活動家たちが自分の立場を守りながらも相手を批判
し男女同権主義的な主張を展開する言語的・談話的手段が詳細に明らかにしている。 
第６章では、第３～５章の分析がまとめられ、また、第１章の研究の社会的背景と第３～５章のデ
ータ分析とが照合されて、現在の政府による穏健的イスラム主義的国家運営とイスラム原理主義勢力
との狭間で本論文において分析された女性活動家たちがどのような役割を果たしているかが論じられ
る。付録では、分析された新聞記事のリストなどが挙げられている。 
審査会で最も評価されたのは、第３～５章における具体的な談話分析であった。また、研究の対象
と方法の組み合わせが非常にユニークで、男女同権主義的談話分析への独創的な貢献とされた。一方、
本論文が分析対象とする事例の選定に関する説明が不十分でリサーチ・クエスチョンの設定に唐突な
印象が残ったことも指摘された。これに対して、第 2 章で議論した方法論的問題意識はよく練られて
おり、問題の社会的背景と事例分析を説得的に結びつけている。 
結論として、本論文は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高い研究能力と学識を備え
ていることを示すものである。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。 
